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平成２９年第８回（６月定例）教育委員会 
 

１ 日 時  平成２９年６月３０日（金） １４時００分～１５時００分 

 

２ 場 所  諫早市役所 ７階 ７－１会議室 

 

３ 出席者  教育長  西村 暢彦 

委 員  緒方 正親 

       委 員  秀島 はるみ 

       委 員  大石 竜基 

委 員  宮本 峻光 

 

 

４ 会議に出席した事務職員 

       教育次長     井上 良二 

       教育総務課長   田島 正孝 

       学校教育課長   福元 英典 

       生涯学習課長   村川 美詠 

 

５ 議題 

 教育長の報告 

 報告第８号 臨時代理の報告について（議会の議決を経る議案についての意

見の申し出について(「平成２９年度諫早市一般会計補正予算

(第１号)」中、１２款教育費）) 

 議案第８号 全国学力・学習状況調査結果の取扱いについて 
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１４時００分開会 

議事録署名人の指名 

 

 緒方委員と宮本委員を議事録署名人に指名 

 

議事録の承認 

 

○ 平成２９年第６回（５月臨時）教育委員会の議事録について 

質問・意見なし 

原案どおり可決 

 

○ 平成２９年第７回（５月定例）教育委員会の議事録について 

質問・意見なし 

原案どおり可決 

 

教育長等の報告の要旨 

 

１ 教育長の報告 

 ○６月定例市議会について 

６月定例市議会が６月１６日に開催された。教育委員会の報告案件であ 

った公用車の事故における損害賠償の額を定める案件については、了承され

たところである。 

   施政方針に対する代表質問では、「特別支援教育補助員の増員について」と

「就学援助における新入学用品費の拡充と入学前支給の導入について」の質

問があった。 

   また、一般質問については、学校関係では、「普通教室へのエアコン・テレ

ビの設置について」、新学習指導要領に関連して「道徳の教科化、英語教育、

土曜授業について」の質問があったほか、「全国体力・運動能力調査について」

や「平和学習について」の質問があった。 

   学校関係以外では、「図書館の運営について」と「森山学校給食センターの

今後の利活用について」の質問があった。通告以外では、子ども食堂の質問

に関連して、学校の空き教室等の利用ができないか、との質問もあった。 

   エアコン設置の質問では、普通教室へのエアコン設置率について、全国が

４９．６％、長崎県が８．６％、諫早市は０．８％と回答したところである。
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数字だけを見ると諫早市がかなり低いが、普賢岳の火砕流の影響でエアコン

設置率が高い島原市、南島原市を除けば、県内の他の市も諫早市とほぼ同じ

程度となっている。 

○諫早市中学校体育大会について 

諫早市中学校体育大会が６月１０・１１日を中心に行われたが、心配され

た雨も競技開催には大きな影響もなく実施された。 

   当日は、軟式テニスの会場での開会式に出席したが、真剣な表情で祝辞を

聞く中学生の姿に感心したところである。 

○土曜授業について 

地域や家庭の参加を得て、命や思いやりの大切さについて考える「長崎っ

子の心を見つめる教育週間」が現在、市内全小中学校で行われており、この

週間に併せて「土曜授業」を実施した学校もあった。 

   この「土曜授業」については、今年度は市内全小中学校が取り組むことに

なっている。 

○少年の主張諫早大会について 

６月２７日に「少年の主張諫早大会」が北諫早中学校で行われた。全体的

にレベルが高く、個性豊かな発表内容であった。 

 

《教育長の報告に対する質問・意見》 なし 

 

 

２ 教育次長の報告   

○平成２９年度一般会計款別内訳について 

 

《教育次長の報告に対する質問・意見》 なし 

 

 

《 議 事 》 

 

１ 報告第８号 臨時代理の報告について（議会の議決を経る議案についての意

見の申し出について（「平成２９年度諫早市一般会計補正予算

（第１号）」中、１２款教育費）） 

教育総務課長、学校教育課長、生涯学習課長説明 

[委員] 

 就学援助の支給時期の前倒しは非常にいいことだと思うが、対象者には、

どのような周知方法を考えているのか。 
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  [学校教育課長] 

   市報やホームページでの周知を考えている。また、新小学１年生の保護者

には、１０月に行っている就学時健診の際や年明けに各学校で行う入学説

明会の時に周知したい。新中学１年生については、学校を通しての周知を

考えている。 

[委員] 

 周知にあたり教育委員会として注意を払う点はあるか。 

[学校教育課長] 

 新たな制度でもあるので、周知漏れがないように徹底したい。 

[委員] 

 屋内運動場の吊天井の撤去について、教育委員会月報には、「平成２７年度

までの完了を目指して」と書いてあるが、２９年度になって落下防止対策

を行うようになったのには何か理由があるのか。 

[教育総務課長] 

 これまでは校舎や屋内運動場の耐震化を最優先に行ってきた。平成２８年

末で耐震工事が完了したことから、国の要請からは多少遅れてはいるが、

２９年度から吊天井に取り組むこととした。 

[委員] 

 予算の関係でできなかったのか。 

[教育総務課長] 

 予算の関係もあるし工事発注量の関係もある。 

[委員] 

 災害が起こったときに、学校が避難所になることもあると思う。その時の

避難所運営をどうするのか。学校のことをよくわかっている教職員が中心

に動くのかなど、何か対策は考えているのか。 

[教育総務課長] 

 学校や体育館が避難所となった場合は、防災部局の総務課と連携を図りな

がら行うよう、国からの通知もあっている。今後の大規模地震や災害を想

定しての対応を図るよう総務課と共に進めていきたい。 

[教育次長] 

 学校施設を避難所とするときは、市職員だけでは避難所運営ができないの

で、教職員にお願いする場面があると思うが、これまでそのような経験は

ない。いざというときのための具体的な詰めをしていかなければいけない

と思っている。 
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[委員] 

 小学校の高学年や中学生になると、お年寄りの手助けができ、避難所運営

もスムーズにいく。子どもの教育の点からも大事なことではないかと思う

が。 

[教育長] 

 非常に大事なことだと思うが、災害時の子どもたちの心理状況や家庭の状

況にも配慮しながら慎重にやらなければならない部分もあると思っている。 

了承 

 

２ 議案第８号 全国学力・学習状況調査結果の取扱いについて 

学校教育課長説明 

[委員] 

   各学校間に有意の差はあるか。 

  [学校教育課長] 

   その学年を構成する子どもたちも毎年変わることもあり、学校間の有意の

差はあまりない。 

  原案どおり可決 

 

 

《学校教育課長の報告》  

 ○平成２９年度学校訪問等計画について 

 ○平成２９年度研究指定校研究発表会計画について 

 ○平成２９年度諫早市中学校総合体育大会の結果について 

 

《生涯学習課長の報告》 

 ○諫早としょかんフェスティバルの開催について 

 

 

その他 

 

教育総務課長  

定例教育委員会の日程について説明 

 

１５時００分閉会 

 

 


